
広島県におけるアスパラガスの栽培面積は１９９８年には

１０５haであるが，萌芽後晩霜の恐れがなくなってから立

茎し，収穫と株養成を平行して行う全期立茎栽培（伊藤

ら，１９９４）の普及により露地栽培がほとんどを占め，ハ

ウス栽培面積は１０haと極めて少ない。西日本のアスパラ

ガス主要産地のうち，九州，四国地域では，ほとんどが

ハウス栽培であるのに対し，本県は特徴ある露地産地と

いえる。

県内でハウス栽培が少ない理由として，主要産地が気

候の冷涼な中北部地域であるため，積雪によりハウスが

倒壊する恐れがあることや，収量が露地とほとんど変わ

らないため施設費の回収が難しいこと等が考えられる。

しかし，今後アスパラガスの栽培面積を拡大していくた

めには，長期間の安定出荷や労力分散を行い，選果場の

効率的な運営や，大規模生産者の育成が急務であり，こ

れらの問題解決のためハウス栽培に対する期待は大き

い。

そこで，本県の気象条件下でのアスパラガスのハウス

栽培の安定多収穫技術と，近年の消費動向に対応した太

茎生産技術を確立するため，栽植密度，立茎および茎葉

管理方法が収量に及ぼす影響について検討し，若干の知

見を得たので報告する。

材料および方法

実験は，高冷地研究部（山県郡大朝町大朝，標高３８５m，

年平均気温１１．５℃，降水量１７９８mm，日照時間１４６５時間）

の，間口６m，軒高３．５m，長さ２１mで天井が開閉可能な，

フルオープン化した簡易強化型ハウス（コンクラハウス）

に内張りカーテンを設けて行った。品種は‘ウェルカム’

を供試し，１９９９年２月１０日に２００穴セルトレイに播種し

て，４月２日に１０．５cmポリポットに移植した後，５月２０

日に定植した。定植に当たっては，各畦の中央部を幅６０

cm×深さ５０cmに掘り上げ，表１の肥料を溝肥として施

用し，土壌に混和して埋め戻した。更に，基肥として１

a当たり窒素，リン酸，カリをそれぞれ３．２，８．２，３．６kg

にバーク堆肥１０００kgと苦土石灰１０kgを全面に施用し

た。畦幅は２m（ベッド，通路とも各１mに成畦）とし，

黒ポリマルチを敷設した。

かん水は，点滴チューブを用いて，萌芽から茎葉刈取

期まで pF２．０を目安に１回当たり約１５mm行った。

定植当年は，収穫開始まではほぼ１か月毎に弱小茎を

除去し，８月中旬から株当たり４～８本に立茎制限を行

いながら，収穫を開始した。収穫は２６cm以上に伸長した

若茎を地際から切り取り，広島県青果物標準出荷規格（広

島県野菜振興協会，１９９７）に基づき２５cmに調整して，規

格別に重量および本数を調査した。なお，品位基準の A,

B等級は区別せず，９g（S規格の最低基準）以上の若茎

を規格品とし，１９g（L規格の最低基準）以上を太茎とし

た。

２年目以降は，萌芽前に畦の表層の土壌を掻き落とし

た後，１a当たり窒素，リン酸，カリをそれぞれ５．０，

３．９，５．０kgと苦土石灰１０kgを全面に散布して混和し，再

び成畦した（表１）。バーク堆肥は畦および通路にマルチ

資材として散布した（酒井ら，１９９２）。なお，追肥は行わ

なかった。

収穫は萌芽始期から行い，一定期間経過後順次立茎し

ながら間引き収穫を行った。

整枝は，立茎開始約１か月後に，ほぼ展開した茎葉の

先刈り，横刈りを行い，畦面から高さ５０cmまでに発生す

る側枝は全て除去した。

実験１ 栽植密度

栽植密度は，露地栽培の約２倍の１a当たり２５０株（株

間２０cm）を対照区とし，３７５株（株間１３．３cm）の１．５倍区

と５００株（株間１０cm）の２倍区を設けた。

定植年の収穫開始時の立茎数は，太さに応じて１株当

たり対照区で４～８本，１．５倍区で３～６本，２倍区で２
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～４本とした。すなわち，対照区では茎径が８mm以上あ

れば茎数を４本に整理し，５～８mmの場合は６本に，５

mm以下であれば８本立茎し，１．５倍区や２倍区は１m

当たり茎数が同じになるよう調整した。なお，整枝は行

わなかった。

定植２年目以降の立茎は，１２mm径の母茎を畦の長さ

１m当たり１０本とし，２０００年は４月１５日から，２００１年は

４月３０日から，２００２年は４月１１日から開始した。整枝は，

先刈り高さ１４０cm（２００２年は１６０cm），横刈り幅１００cm

とした。ハウスの被覆は，定植２年目の２０００年は３月２１

日から，２００１年は２月２３日から，２００２年は２月１日から

行った。

実験２ 立茎の太さと立茎本数

立茎の太さは，直径１２mmを対照区として，それより

太い１５mm区を設けた。それぞれ畦１m当たりの立茎本

数を７．５，１０，１２．５本とした３区（計６区）を設けた。栽

植密度は畦幅２m，株間２０cmの１条植え（２５０株／a）とし

た。立茎の開始時期および整枝は，実験１と同様に行っ

た。ハウスの被覆は，定植２年目の２０００年は３月２１日か

ら，２００１年は２月２３日から，２００２年は２月１２日から行っ

た。

実験３ 母茎の先刈り高さと横刈り幅

母茎の先刈りの高さは，１４０cmを対照区として，１６０cm

区と１２０cm区を設けた。横刈りの幅は，通路にはみ出さ

ない程度に側枝を刈り取った１００cmを対照区とし，さら

に刈り込んだ８０cm区を設けた。栽植密度は畦幅２m，株

間２０cmの１条植（２５０株／a）とした。立茎は，実験１と

同様に行った。ハウスの被覆は，定植２年目の２０００年は

３月２１日から，２００１年は２月２３日から，２００２年は３月１

日から行った。

結果および考察

実験１ 栽植密度

定植年の生育は，対照区の茎長２０９cm，茎径８．５mm

に対し，１．５倍区で２０４cm，７．５mm，２倍区で１８２cm，７．０

mmと栽植密度が高くなるほど生育がやや抑制される傾

向が見られた。累積萌芽数は，株当たりでは対照区の５９

本に対し，１．５倍および２倍区ではそれぞれ４５，４１本と少

なくなったが，単位面積当たりでは栽植密度が高いほど

多くなった（表２）。

総収量は，栽植密度が高くなるほど多かったが，細い

規格外品も同様に多かった。規格品収量は，１．５倍区が

４０．３kg／aと最も多く，栽植密度の高い２倍区は３３kg／a

で，対照区の３１．７kg／aと大差なかった（表２）。

定植２年目以降の生育には差が認められなかった。試

験した４年間の規格品収量は２倍区が７１５kg／aであり，

対照区の６７１kg／aと比較して６．５％増加したが，太茎率が

６２％と対照区の７１％より低下したため，２倍区の太茎収

量（L規格以上，以下同じ）は４４７kg／aで対照区の４７９kg

／aに対し６．７％減少した（図１）。１．５倍区の規格品収量は

表１ ハウスアスパラガスの施肥量

表２ ハウスアスパラガス栽培における栽植密度が１年生株の生育，収量に及ぼす影響（１９９９）

資材・肥料
施用量
（kg／a）

成分量（kg／a）

N P２O５ K２O

定

植

時

溝肥a）

鶏糞
ようりん
苦土石灰
バーク堆肥

５０
１０
１０
１０００
計

１．４

１．４

４．７
２．０

６．７

２．１

２．１

基肥

鶏糞
固形３５号
NKロング２０３b）

ようりん
苦土石灰
バーク堆肥

５０
１０
４
１０
１０
１０００
計

１．４
１．０
０．８

３．２

４．７
１．５
０．０
２．０

８．２

２．１
１．０
０．５

３．６

２
年
目
以
降

基肥

NKロング２０３b）

固形３５号
鶏糞
ケイ酸加里
苦土石灰
バーク堆肥

１５
１５
１８
４
１０
１０００
計

３．０
１．５
０．５

５．０

０．０
２．３
１．７

３．９

２．０
１．５
０．８
０．８

５．０

栽植密度a） 草丈
（cm）

茎径
（mm）

累積萌芽数
（本）

規格品収量
（kg／a）

総収量
（kg／a）

対照区 ２０９ ８．５ ５９ ３１．７ ５０．７

１．５倍区 ２０４ ７．５ ４５ ４０．３ ６１．３

２倍区 １８２ ７．０ ４１ ３３．０ ６５．７

a）溝肥は土壌１０m３当たり
b）NKロング２０３は１８０日タイプ

a）対照区の栽植密度は２５０株／a
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６５５kg／a，太茎収量は４３２kg／aで最も劣った。なお，１茎

重は，栽植密度が高くなるほど軽くなった。

アスパラガスの露地栽培では，２条植えで密植した場

合，慣行の約３倍の６７０株／aまでは増収し，栽植密度が高

いほどその効果は大きいが，１茎重は軽くなることが報

告されている（上杉，１９９８‐a）。本実験のハウス栽培で

は，１茎重は同様の結果となったが，収量については対

照区とほとんど変わらなかった。これは，ハウス栽培で

あることと，畦幅の違いや，１条植えと２条植えの違い

が影響していると考えられる。

以上の結果，栽植密度を慣行の２５０株以上に高めても早

期成園化にはほとんど効果がなく，太茎収量はかえって

減少することから，育苗労力等も考慮して，ハウス栽培

におけるアスパラガスの栽植密度は，露地栽培の約２倍

の２５０株／aでよいと判断した。

実験２ 立茎の太さと立茎本数

生育は，試験初年目の２年生株では株が小さく，当初

設定した立茎とならず，立茎径は１２mm区で平均１０～１１

mm，１５mm区で１２～１３mmとなり，立茎本数も１２．５本区

は１０本程度しか確保できなかった（表３）。この条件下で

は，規格品収量は対照の１２mm・１０本区が１６０kg／aと最

も多く，１５mm・１２．５本区，１２mm・７．５本区は劣った。太

茎収量は，１５mm・７．５本区が９２．７kg／a，１５mm・１０本区

が８６．９kg／aで，対照区である１２mm・１０本区の７４．４kg／a

を１７～２５％上回った（表４）。

３年生株では全区で平均茎径１２mm以上の立茎とな

り，１２mm区は１２．５～１３．３mm，１５mm区は１４．１～１６．３

mmとほぼ設定どおりの茎径であった。しかし，４年生株

では，１２mm区は茎径１３．９～１４．５mm，１５mm区は１６．８～

１８．６mmと設定よりもかなり太めの立茎となった（表

３）。

実験を行った３年間の規格品収量は，１２mm区では１０

本区が６６６kg／a，１２．５本区が６５６kg／aで多く，７．５本区は

５９５kg／aと劣った。１５mm区では７．５本区が６２１kg／a，１０本

区が６０７kg／aで多く，１２．５本区は５３１kg／aと劣った。ま

た，太茎収量は，１５mm区で７．５本区が４４８kg／a，１０本区が

４３５kg／a，１２mm区では１０本区が４２７kg／a，１２．５本区が４２３

kg／aで，１５mm区がわずかに多い傾向が見られた。しか

し，これは２年生株での収量の影響が大きく，設定した

茎径もしくはそれより太い立茎となった３年生株以降の

太茎収量には，この４区（１２mm・１０本，１２mm・１２．５

本，１５mm・７．５本，１２mm・１０本）に大きな差は認められ

なかった。なお，規格品収量が劣った１５mm・１２．５本区と

１２mm・７．５本区は太茎収量も劣った（図２）。

重松（１９９８）によれば，立茎は茎径９～１１mmのものを

８～１１本／m２立てるのがよいとしている。また，太さに関

しては，立茎の太さと若茎の太さには正の相関があり，

太い若茎を収穫するためには太い立茎を行うほうがよい

が，茎径が１２～１３mm以上になると収量性が劣るとして

いる。本実験でも，太い１５mm区では規格品収量は劣った

が，太茎収量は１２mm区とほとんど差が見られなかった。

したがって，太茎多収穫のためには茎径１２mm以上の立

表３ ハウスアスパラガス栽培における立茎方法が茎葉刈取時の茎径および立茎数に及ぼす影響

図１ ハウスアスパラガス栽培における栽植密度が規格別収
量に及ぼす影響（１９９９～２００２年の合計値）

立茎方法 ２年生株（２０００年） ３年生株（２００１年） ４年生株（２００２年）

立茎径 立茎数 茎径
（mm）

茎数
（本）

茎径
（mm）

茎数
（本）

茎径
（mm）

茎数
（本）

１２mm
７．５本
１０ 本
１２．５本

１０．１
１１．０
１１．３

７．３
９．０
１０．３

１２．７
１３．３
１２．５

８．７
１０．０
１２．３

１４．５
１３．９
１４．３

８．３
９．３
１２．７

１５mm
７．５本
１０ 本
１２．５本

１３．２
１２．０
１１．９

８．３
１０．７
１０．０

１６．３
１４．１
１４．４

８．０
１０．３
１２．０

１８．６
１６．８
１６．８

７．３
１０．０
１１．３

a）対照区の栽植密度は２５０株／a
b）収量に占める L規格以上の割合
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茎を確保する必要があるが，必要以上に太い立茎は減収

を招くおそれがあることから，茎径１２～１５mmの母茎を

立茎すればよいと考えられる。

一方，立茎本数に関しては，前述した重松（１９９８）の

８～１１本／m２のほか，平山ら（１９９５）は９．１本／m２，大串ら

（１９９５）は９．５～１３．３本／m２が適すると報告している。これ

らと比較すると，本実験で得られた畦１m当たり１０本と

いう結果は，面積当たりに換算すると５本／m２となり非

常に少ない。しかし，本実験では，立茎本数を畦１m

当たり１２．５本（６．３本／m２）に増やしても増収しなかった

ことから，立茎本数は畦１m当たり１０本が適当と考えら

れる。

実験３ 母茎の先刈り高さと横刈り幅

２年生株の生育については，茎長は，整枝前の５月１７

日には１５３～１７０cmで試験区間に一定の傾向が見られな

かったが，整枝後は先刈りの高さに比例して大きかった。

７月中旬の茎径は１０．２～１１．７mm，茎数は畦１m当たり

９．０～１０．０本で，先刈りや横刈りの程度による明確な差

は認められなかった（データ略）。

２年生株の規格品収量について，対照の１４０cmの高さ

で先刈りした区では，横刈り幅にかかわらず１６０kg／a程

度であり，それより高い１６０cmの高さで先刈りした区は

幅１００cm区が１７１kg／a，幅８０cm区が１５６kg／aで，先刈り高

さを高くしてもほとんど影響が見られなかった。しかし，

先刈り高さが１２０cmと低い区では減収し，幅１００cm区が

１４５kg／a，幅８０cm区が１３０kg／aで，横刈り程度の強い８０

cm区でその影響は大きかった（表５）。また，太茎収量

は規格品収量が多いほど多い傾向が見られた。

茎葉の生育量を簡易に表示する方法として，従来から

多田（１９８９）の GI（草丈×茎径×単位当たり茎数）や上

杉（１９９８‐b）の GI’｛∑（茎の断面積×有効草丈）／調査株

数｝といった生育指数が用いられている。しかし，本実

験のように整枝を行った場合には，十分に生育量を表し

ているとはいえない。そこで，GIに横刈り幅を乗じて補

正生育指数（GI＊）を求め，夏秋芽収量（６～１０月の規格

品収量）との関係を求めた。その結果，３年生株では，

茎径や茎数には処理間に大差がなかったが，GI＊は１３６４

～２５２９で，先刈り高さが高いほど，横刈り幅が広いほど

大きくなった（表６）。GI＊と夏秋芽収量には高い正の相

関が見られた（図３）。また，夏秋芽収量が多いと，年間

表４ ハウスアスパラガス栽培における立茎方法が２年生株
の規格別収量に及ぼす影響（２０００）

図２ ハウスアスパラガス栽培における立茎方法が規格別収
量に及ぼす影響（２０００～２００２年合計値）

表５ ハウスアスパラガス栽培における茎葉管理法が２年生
株の規格別収量に及ぼす影響（２０００）

表６ ハウスアスパラガス栽培における茎葉管理法が３年生
株の生育a）に及ぼす影響（２００１）

茎葉管理法 L以上
（kg／a）

M＋S
（kg／a）

合計
（kg／a）先刈り高さ×横刈り幅

１６０cm×８０cm
１６０cm×１００cm
１４０cm×８０cm
１４０cm×１００cm
１２０cm×８０cm
１２０cm×１００cm

７２．２
８７．１
８５．２
７９．２
６３．７
７５．５

８３．８
８３．９
７７．９
８１．３
６６．２
６９．９

１５６．０
１７１．０
１６３．１
１６０．５
１２９．９
１４５．４

分散分析 n.s. n.s. n.s.

茎葉管理法 茎長
（cm）

茎径
（mm）

茎数
（本／m）

GI＊b）

先刈り高さ×横刈り幅

１６０cm×８０cm
１６０cm×１００cm
１４０cm×８０cm
１４０cm×１００cm
１２０cm×８０cm
１２０cm×１００cm

１６０．６
１６３．１
１４０．５
１４３．３
１２３．１
１２１．３

１３．５
１４．１
１３．２
１４．４
１３．０
１２．８

１１．３
１１．０
１０．７
１０．０
１０．７
１０．７

１９６９
２５２９
１５７９
２０６３
１３６４
１６５４

立茎方法 L以上
（kg／a）

M＋S
（kg／a）

合計
（kg／a）立茎径 立茎数

１２mm
７．５本
１０ 本
１２．５本

６６．５
７４．４
７０．８

７２．７
８５．８
７６．８

１３９．１
１６０．２
１４７．６

１５mm
７．５本
１０ 本
１２．５本

９２．７
８６．９
５７．５

５９．４
６２．１
６０．９

１５２．１
１４８．９
１１８．４

分散分析 n.s. n.s. n.s.

a）１２月１３日調査
b）GI＊：茎長（cm）×茎径（cm）×茎数×横刈り幅（m）
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の規格品収量も多かった。この傾向は４年生株でも同様

であった。試験を行った３年間の規格品収量は，１６０cm

×１００cm区，１４０cm×１００cm区，１６０cm×８０cm区，１４０cm

×８０cm区，１２０cm×１００cm区，１２０cm×８０cm区の順に多

く，先刈り高さが高いほど，横刈り幅が広い（GI＊が大き

い）ほど多い傾向が見られた（図４）。また，太茎収量も

同様であった。

先刈りに関して重松（１９９６）は，高さ１００，１２０，１４０cm

で検討し，１００cmでは明らかに収量が劣り，１４０cmでは

全収量は１２０cmと変わらないが，高温期にやや収量が低

下するため，１２０cmがよいとしている。しかし，高さ１２０

～１６０cmで検討した本実験では１２０cmで最も低収とな

り，１６０cmで多収となった。これは，本実験を高温時に

はハウスの天井ビニルを開放できるフルオープンハウス

で行ったため，高温による立茎上部の蒸れや焼けが発生

せず，草丈が高いほど光合成を行う茎葉の容積が大きく

なったためと推察された。

また，大串（１９９８）は横刈りに関して，強い整枝は草

勢低下や萌芽数の減少を招くため，通路の端から端が見

通せる状態を維持する程度にとどめるとしているが，本

実験でも強い刈込みを行った８０cm区では収量が低下し

た。これは，アスパラガスで最も光合成が盛んな器官で

あるぎ葉は，側枝の基部よりも先端部に多く着生するた

め，刈込みによってこの部分が除去されるため光合成を

行う茎葉の量が小さくなり，生産性が低下したものと推

察された。したがって，横刈りに関しては強い刈込みは

避け，収穫等作業の邪魔にならない程度に，垂れ下がっ

た枝や通路にはみ出た部分のみを除去する１００cm区が

よいと判断した。

以上の結果，ハウス栽培における整枝は，収穫作業の

邪魔にならない範囲で，出来るだけ多く茎葉を残す必要

があると考えられた。

実験１～３の結果に基づき，中北部地帯におけるハウ

スアスパラガスの太茎多収穫技術について整理すると，

栽植密度を畦幅２m，株間２０cmの１条植え（２５０株／a）と

し，茎径１２～１５mmの母茎を畦の長さ１m当たり１０本程

度立茎して，茎長１６０cm，幅１００cmで茎葉を管理するの

がよい。これにより，定植４年目には規格品収量２７９kg

／a，太茎収量２１２kg／aが得られた。

摘 要

広島県の中北部地帯でのハウスアスパラガスの多収穫

技術を確立するため，品種‘ウェルカム’を供試し，間

口６mのフルオープンハウスを利用して，栽植密度，立

茎方法および茎葉管理法について検討した。

１．栽植密度は，畦幅２mで１条植えの場合には，株間

２０cmの２５０株／aが適する。５００株／aまで密植すると規

格品収量は増加するが，太茎率は低下し，太茎収量も

減少する。

２．立茎は，太さ１２～１５mm径の母茎を畦長１m当たり

１０本程度確保する。２年生株では，できるだけ太いも

のを立茎することで，太茎収量は増加する。３年生株

以降は，１２mm以上の立茎が１０本程度確保できれば太

茎収量には差がない。

３．茎葉は，高さ１６０cm，幅１００cmで整枝する。茎葉の高

さが高いほど，幅が広いほど規格品収量，太茎収量が

多い。

４．以上の結果，定植４年目には規格品収量で２７９kg／a，

太茎収量で２１２kg／aが得られた。

図３ ハウスアスパラガス栽培における GI＊a）と夏秋芽収量b）

との関係（２００１）
図４ ハウスアスパラガス栽培における茎葉管理法が規格別

収量に及ぼす影響（２０００～２００２年の合計値）
a）GI＊：茎長（cm）×茎径（cm）×茎数×横刈り幅（m）
b）夏秋芽収量は６月～９月の規格品収量
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